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東
北
大
学
の
大
震
災
復
興
活
動

●
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
復
旧
状
況

3.11

の
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
一
年
半
経
っ
て
特
に
被

害
が
大
き
か
っ
た
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
も
色
々
な
形
で
復

旧
し
て
学
園
生
活
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
震
災
直
後
は
、

従
前
の
勉
学
・
研
究
環
境
を
取
り
戻
す
べ
く
、
教
職
員
や

学
生
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
奔
走
い
た
し
ま
し
た
。
大
き

な
混
乱
も
な
く
、
学
生
達
の
冷
静
沈
着
な
行
動
に
も
特
筆
す

べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仮
設
研
究
棟
や
実

験
設
備
が
整
備
さ
れ
、
平
時
同
様
の
運
営
を
取
り
戻
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
工
学
研
究
科
三
学
科
の
研

究
棟
・
講
義
棟
も
平
成
二
十
六
年
春
ま
で
に
免
震
機
能
を
加

え
て
新
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

特
に
被
害
の
大
き
い
の
が
、
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
学

部
で
、
マ
テ
リ
ア
ル
開
発
系
（
金
属
系
）
本
館
建
屋
、
電
子

情
報
シ
ス
テ
ム
・
応
用
物
理
系
建
屋
、
人
間
環
境
系
（
土
木
・

建
築
学
科
）
実
験
研
究
棟
の
３
棟
が
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
今
年
の
七
月
に
入
っ
て
か
ら
取

り
壊
し
工
事
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
工
事
業
者
の
手
配
に
苦

労
し
た
た
め
で
す
。
外
国
人
留
学
生
も
ほ
と
ん
ど
大
学
に
戻

っ
て
き
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ほ
ぼ
震
災
前
の
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

●
被
災
地
に
あ
る
総
合
大
学
で
あ
る
東
北
大
学
の
取
組
み

震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る
広
範
囲
に
わ
た
る
被
災
地
の

中
に
あ
る
中
核
大
学
と
し
て
、
災
害
復
興
等
に
関
す
る
取
組

が
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
携
わ
る
教
員
は
全
学
に
亘
っ
て

第
五
回
総
会
ル
ポ
（日
本
技
術
士
会
葺
手
ビ
ル
会
議
室
）

 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日

十
三
時
か
ら

 
 
 

参
加
者

一
七
名

一

総
会

・

２
０
１
１
年
活
動
実
績
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
を
承
認

・

２
０
１
２
年
活
動
方
針
、
活
動
計
画
、
予
算
計
画
を
承
認

秋
に
大
学
関
係
者
と
の
懇
談
を
予
定
を
検
討
す
る
こ
と
を
確
認

・
２
０
１
１
年
度
新
入
会
員
は
三
名
と
な
っ
た
。

・
規
約
改
定
と
幹
事
選
出
の
件

幹
事
が
全
員
２
期
４
年
と
な
り
、
会
長
は
任
期
満
了
、
そ
の
他
の
幹

事
も
原
則
交
替
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
た
が
、会
長
の
立
候
補
者
が
居

な
か
っ
た
こ
と
と
、
継
続
性
の
関
係
か
ら
、
今
回
は
半
数
の
み
交
替
し

半
数
は
留
任
す
る
こ
と
と
し
た
。幹
事
互
選
で
荒
野
会
長
が
再
任
さ
れ

た
。
な
お
、
規
約
に
つ
い
て
は
別
途
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

二

特
別
講
演

 
 

「
災
害
大
国
ニ
ツ
ポ
ン
か
ら
の
発
信
」

講
演
者

日
本
技
術
士
会
東
北
本
部
長

吉
川

謙
造
氏

豊
富
な
経
験
と
デ
ー
タ
に
よ
る
地
震
の
説
明
が
あ
り
、
今
後
の
国
土
・
資

源
の
利
用
計
画
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
提
言
が
あ
っ
た
。

三

懇
親
会

総
会
、
講
演
会
に
続
い
て
、
同
会
場
で
懇
親
会
を
行
い
、
近
況
報
告

や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

次
回
（二
十
四
年
度
）総
会
の
お
し
ら
せ

平
成
二
十
五
年
一
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所

日
本
技
術
士
会
会
議
室

日
時
は
会
場
の
予
約
が
で
き
次
第
ご
連
絡
し
ま
す

い
ま
す
。

「
東
北
大
学
災
害
復
興
新
生
研
究
機
構
」
の
中
に
あ
る
次
の
八

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
災
害
科
学
国
際
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
地
域
医
療

再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

④
情
報
通
信
再
構
築
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
⑤
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑥
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
⑦
地
域
産
業
振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑧
復
興
産
学
連
携

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
北
発
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

企
業
と
協
力
し
て
人
材
育
成
（
特
に
ド
ク
タ
ー
）
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
す
る
里
見
総
長
の
方
針
に
も
と
に
一
生
懸
命
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
高
橋
富
男
）

取り壊し作業中の建築・土

木研究棟（H24.8.6撮影）
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近
況
報
告

清
水

健
康

（
化
学
部
門
）

旭
化
成
株
式
会
社
の
清
水
で
す
。

定
年
後
再
雇
用
と
な
っ
て
早
１
年
半
経
過
し
ま
し
た
。
一
応
、

旭
化
成
株
式
会
社
環
境
安
全
部
に
属
し
て
お
り
ま
す
が
、
定
年
後

は
外
部
の
学
会
、
協
会
関
係
活
動
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
、
特
に
安
全
工
学
会
の
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、「
化
学
プ
ロ
セ
ス
の
安
全
」
編
集
委
員
と
し
て
、
化
学

プ
ラ
ン
ト
関
係
の
安
全
に
関
す
る
本
の
作
成
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
「
プ
ロ
セ
ス
の
運
転
安
全
」（
み
み
ず
く
舎
発
行
、
医
学
評
論
社

発
売
）
と
い
う
題
目
で
第
一
巻
目
を
出
版
し
ま
し
た
。
内
容
は
、「
現

場
の
安
全
風
土
」、「
運
転
中
の
事
故
防
止
」、「
運
転
と
工
事
管
理
」、

「
運
転
と
設
計
と
の
か
か
わ
り
」、「
地
震
と
安
全
対
策
」
か
ら
な

り
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
の
安
全
に
関
わ
る
基
礎
的
な
項
目
を

カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
プ
ラ
ン
ト
運
転
に
関
係
す
る
新
人

の
教
育
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

更
に
、
続
け
て
設
備
編
、
化
学
物
質
編
を
出
す
べ
く
編
集
に
取

り
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
操
業
安
全
を
目
指
す
産
官
学
メ
ン
バ

ー
共
同
の
保
安
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
安
全
工
学
会
内
に
組

織
さ
れ
、
そ
の
中
に
安
全
文
化
項
目
Ｗ
Ｇ
と
安
全
基
盤
項
目
Ｗ

Ｇ
の
２
つ
の
実
行
グ
ル
ー
プ
が
出
来
て
、
事
業
所
の
安
全
の
実
力

を
保
安
力
と
し
て
客
観
的
数
値
で
表
わ
す
と
共
に
足
り
な
い
点
や

努
力
目
標
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
初
か
ら
安
全
基
盤
項
目
Ｗ
Ｇ
の
主
査

と
し
て
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
何
と
か
、
評
価
シ
ス

テ
ム
が
出
来
上
が
り
、
化
学
関
係
有
力
各
社
の
協
力
を
得
て
現
在

シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

懇親会参加者集合写真

松本さんの発声で乾杯！

総会議事を進める荒野会長

（左下）と特別講演の吉川

謙造氏（左上）

ま
た
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
昨
年
よ
り
大
手
化
学
会
社
の
大
事
故
が
連

続
し
て
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
注
目
を
浴
び
、
７
月
の
安
全
工
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
内
容
や
進
捗
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。
更
に
、
今
後
、
業
界
雑
誌
へ
の

投
稿
や
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
１
０
月
頃
ま
で
に
は
、
全
て
の
ト
ラ
イ

ア
ル
を
終
了
し
、
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
っ
て
評
価
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
進
化

 
 
 
 
 
 
 

６
１
年

工
学
部
機
械
卒

佐
藤

光
雄
（
機
械
部
門
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
五
輪
）
競
技
が
終
了
し
て
長
い
、
暑
い
、
戦
い
が
終
わ
っ

た
。
当
方
も
夜
遅
く
ま
で
（
朝
早
く
ま
で
？
）
応
援
に
加
わ
り
寝
不
足
が
続
い

た
。
ビ
ー
ル
の
消
費
量
は

倍
増
し
て
体
力
、
金
力
、
と
も
に
消
耗
し
た
。
今

年
度
は
日
本
メ
ン
バ
ー
は
、
金
メ
ダ
ル
７
、
銀
１
４
、
銅
１
７
の
大
成
果
で
あ

っ
た
。
勿
論
メ
ダ
ル
に
届
か
な
い
選
手
も
成
果
を
あ
げ
た
し
、
五
輪
競
技
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
選
手
も
予
選
な
ど
で
頑
張
っ
た
。

混
迷
す
る
政
治
情
勢
が
暑
く
続
い
て
い
る
中
で
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
清
涼
感
を

も
た
ら
し
た
。

ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
の
短
距
離
で
の
ブ
ッ
チ
ギ
リ
の
優
勝
な
ど

数
あ
る
名
場

面
の
な
か
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
も
う

一
度
見
た
い
シ
ー
ン
の
第
一
位
は
水
泳
男
子
の
４
０

０
ｍ
メ
ド
レ
ー
で
あ
り
、
第
二
位
は
女
子
サ
ッ
カ
ー
な

で
し
こ
チ
ー
ム
の
試
合
と
の
こ
と
で
あ
る
。
個
人
競
技

で
は
三
回
連
続
金
メ
ダ
ル
な
ど
の
偉
業
の
あ
る
中
で

日
本
人
は
、
個
人
技
量
の
み
で
は
な
い
プ
ラ
ス
の
何
か

が
見
ら
れ
る

団
体
競
技
に
魅
力
を
感
じ
る
の
だ
な

と
感
じ
た
次
第
。
と
い
う
訳
で

な
で
し
こ
の
進
化
に
つ
い
て
記
す
。

昨
年
の
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
で
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
決
勝
戦
で

引
き
分
け
て
Ｐ
Ｋ
戦
で
勝
ち
、
優
勝
し
た
。
こ
の
た
め
世
界
か
ら
打
倒
日
本
に

む
け
て
対
戦
策
を
研
究
さ
れ
て
、
い
わ
ば
追
う
立
場
か
ら
追
わ
れ
る
立
場
に
変

わ
っ
た
。

欧
米
の
チ
ー
ム
は
背
が
高
く
従
っ
て
、
体
格
の
良
い
人
が
多
く
、
ま
た
個
人
の

能
力
は
高
い
。
こ
れ
ま
で
は
個
人
プ
レ
ー
が
た
ま
た
ま
連
続
し
て
そ
の
結
果
と

し
て
勝
利
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
作
戦
を
研
究
し
て
チ
ー
ム
プ
レ
ー
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も
上
手
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
対
抗
し
て

な
で
し
こ
は
体
格
に
劣
る

こ
と
か
ら
敏
捷
な
動
き
を
ベ
ー
ス
に
す
る
パ
ス
ワ
ー
ク
と
ゴ
ー
ル
前
へ

の
飛
び
出
し
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
た
。
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

並
み
居
る
強
豪
を
打
ち
破
っ
て
決
勝
戦
に
臨
ん
だ
。
対
す
る
相
手
は
ア
メ

リ
カ
で
あ
る
。
昨
年
度
の
Ｗ
杯
の
再
現
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
は
今

年
の
練
習
試
合
で
も
日
本
に
負
け
て
は
お
ら
ず
、
当
然
昨
年
の
雪
辱
に
燃

え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

結
果
的
に
は
、
１
対
２
で
敗
れ
た
。
そ
の
内
容
を
若
干
吟
味
し
よ
う
。

参
考
図
は
朝
日
新
聞
（20120814
）
に
掲
載
さ
れ
た
昨
年
の
Ｗ
杯
決
勝

時
と
今
年
の
五
輪
決
勝
戦
で
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
図
は
グ
ラ
ン
ド
を
３
等

分
し
た
も
の
を
示
す
。
下
部
か
ら
上
部
へ
日
本
が
攻
め
る
。
図
中
の
丸
印

は
パ
ス
の
成
功
数
の
大
き
さ
を
表
す
。
○
印
中
の
数
字
は
成
功
数
字
を
、

そ
の
脇
の
数
字
は
パ
ス
の
数
を
示
す
。
な
で
し
こ
は

五
輪
で
は
敵
地
で

の
パ
ス
は
９
０
本
と
２
倍
以
上
に
増
加
し
、
成
功
率
は
５
３
％
か
ら
７

４
％
へ
と
向
上
し
て
い
る
。
日
本
の
後
半
１
８
分
に

相
手
ゴ
ー
ル
前
で

宮
間
→
大
野
→
澤
と
キ
レ
イ
な
パ
ス
を
回
し
、
澤
が
シ
ョ
ッ
ト
。
相
手
バ

ッ
ク
の
ク
リ
ア
に
再
び
澤
が
飛
び
込
み
、
こ
ぼ
れ
て
ゴ
ー
ル
前
に
流
れ
た

ボ
ー
ル
を
大
儀
見
が
プ
ッ
シ
ュ
し
て
得
点
と
な
っ
た
。
相
手
を
崩
し
た
得

点
で
あ
る
。
前
回
の
Ｗ
杯
で
は
相
手
の
ク
リ
ア
ボ
ー
ル
を
奪
っ
た
も
の
と

コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
の
得
点
で
あ
っ
て

相
手
を
崩
し
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
進
展
は
海
外
強
豪
チ
ー
ム
と
の

多
数
の
対
戦
に
よ
る
強

化
の
結
果
と
云
え
る
。

今
後
は
、
新
チ
ー
ム
の
編
成
と
な
り
、
佐
々
木
監
督
も
交
代
す
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

組
織
で
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
個
人
の
体
力
と
技
量
、
フ
ァ
イ
テ
ィ

ン
グ
精
神
で
突
破
さ
れ
て
得
点
さ
れ

て
敗
れ
た
。
今
後
は
組
織
の
向
上
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
オ
レ
が
オ
レ

が
と
い
う
タ
フ
な
個
人
を
発
掘
し
て

育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

出
る
杭
を
叩
く
の
で
は
な
く
て
よ
り

伸
ば
す
こ
と
が

大
事
だ

宝
永
地
震
か
ら
学
ぶ
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興  

 
 
 
 
 
 

荒
野

喆
也
（
機
械
・
総
合
技
術
監
理
部
門
）

我
が
国
は
、
過
去
の
関
東
大
震
災
か
ら
も
、
太
平
洋
戦
争
敗

戦
か
ら
も
、
一
時
的
に
は
経
済
成
長
率
は
停
滞
し
た
も
の
の
、

い
ず
れ
も
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て
図
の
よ
う
に
、
見
事
な
復

興
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
宝
永
地
震
・
津
波
災
害
か
ら
見

事
に
立
ち
直
っ
た
と
い
う
史
実
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
べ

き
点
が
多
い
。

一

宝
永
地
震
・
津
波
被
害
と
は

宝
永4

年(1707)10

月
に
発
生
し
た
地
震
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を

ベ
ー
ス
に
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が
連
動
型
同
時
発
生
し

た
も
の
で
、
津
波
高
さ
も10m

を
越
え
大
阪
湾
に
侵
入
し
、

当
時
の
米
市
場
の
中
心
地
大
阪
中
心
部
が
大
き
く
被
災
し
た
。

二

宝
永
地
震
発
生
時
の
時
代
背
景

当
時
は
、
江
戸
幕
府
開
設
以
来
の
約100

年
で
、
元
禄
時
代

に
象
徴
さ
れ
る
高
度
成
長
時
代
で
あ
っ
た
。
諸
国
の
大
名
は
、

戦
争
に
よ
り
領
地
の
増
加
見
込
み
が
な
く
、
財
政
的
に
苦
し

く
な
り
、
瀬
戸
内
を
は
じ
め
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
土
手
を

築
き
川
の
流
れ
を
変
え
て
干
拓
事
業
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め

当
時
の
耕
地
面
積
は
、
こ
の
期
間
に
、
全
国200

万
町
歩
か

ら300
～400

万
町
歩
へ
拡
大
し
、
人
口
も1,500

万
人
か

ら3,000
万
人
に
増
加
し
ま
さ
に
高
度
成
長
時
代
で
増
産
の

た
め
、
木
材
乱
伐
と
う
環
境
破
壊
も
盛
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

3..

宝
永
地
震
・
津
波
に
よ
る
大
変
革
の
時
代
へ

宝
永
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
元
禄
―
宝
永
年
間
の
大
発
展
を

支
え
て
き
た
干
拓
に
よ
る
新
田
に
各
地
で
水
没
に
よ
る
大
被

害
を
与
え
た
。
こ
の
地
震
を
契
機
に
、
量
的
拡
大
の
高
度
成

長
時
代
か
ら
、
質
的
充
実
の

時
代
へ
価
値
観
の
大
変
換
を

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

歴
史
的
に
も
こ
の
よ
う
な
価

値
観
の
大
変
換
は
、
国
難
と

い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
大
き
な

国
家
的
危
機
が
な
く
て
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

四

復
興
の
た
め
の
大
変
革
と
し
て
何
が
起
こ
っ
た
の
か.

大
変
換
の
要
因
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
技
術
革
新
と
人
材
育
成
と
に
整
理
し
て
み
る
。

（
一
）
技
術
革
新

農
民
の
勤
勉
さ
だ
け
で
は
、
増
産
に
は
限
度
が
あ
り
、
技
術

革
新
が
求
め
ら
れ
た
。
当
時
の
技
術
と
い
え
ば
農
業
技
術
革
新
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
①
一
毛
作
か
ら
多
毛
作
へ
の
挑
戦
、
②
肥
料

の
開
発
・
改
良(

天
然
肥
料
に
加
え
て
、
油
粕
な
ど
の
人
工
肥
料)

、

③
農
機
具
の
絶
え
間
な
き
改
良
等
で
あ
り
、
官
民
挙
げ
て
農
業
技

術
革
新
が
推
進
さ
れ
た
。

（
二
）
人
材
教
育

こ
の
時
代
に
寺
子
屋
制
度
が
急
速
に
全
国
に
普
及
し
、
そ
の
数

一
七
〇
〇
〇
軒
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
現
在
の
公
立
小
学
校
の
数

の
二
〇
〇
〇
〇
校
に
匹
敵
す
る
。
こ
の
寺
子
屋
の
活
力
が
一
般
市

民
の
識
字
率
を
急
速
に
上
げ
、「
農
業
遺
書
」
と
呼
ば
れ
る
農

業
指
導
書
の
普
及
が
農
業
の
技
術
革
新
の
普
及
を
促
進
し
、
新

技
術
の
全
国
的
な
共
有
化
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
こ
の
当
時
世

界
に
類
を
見
な
い
高
い
識
字
率
が
農
民
の
暮
ら
し
方
も
変
え
て

い
く
。
そ
れ
は
、
各
地
で
地
域
の
つ
な
が
り
で
あ
る
「
講
」
が

発
展
し
、
こ
れ
が
農
民
の
相
互
補
助
や
自
治
機
能
を
高
め
、
社

会
と
し
て
成
熟

し
た
江
戸
時
代

後
期
の
安
定
期

を
築
く
こ
と
に

な
っ
た
。
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北門自体も撤去されてすっきり？？

解放感あふれるオープンな感じのキャンパス

会
費
納
入
の
お
願
い

配
布
さ
れ
た
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
総
会
等
に
参
加
さ
れ
て

い
な
い
人
で
本
年
分
の
年
会
費1000

円
未
納
の
方
は
、
下
記
の
口

座
に
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
込
み
手
数
料
は
ご
負
担
下
さ
い
。

郵
貯
銀
行

総
合
口
座
記
号10270

番
号19180351

名
義
人

松
本

京
子

役

員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
卒
業
年
・
学
科
）（
部
門
）

会

長 
 

荒
野

喆
也
（58

機
械
）（
機
械
・
総
技
監
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

consult.kohya@nifty.ne.jp

幹
事

(

総
務)

安
藤

克
己
（75

機
械
）（
機
械
・
金
属
）

（
総
務
）
杉
本

昌
明
（63

農
学
・
水
産
）（
水
産
）

（
総
務
）
沖
津

修

（89

理
学
・
化
学
）（
化
学
）

（
広
報
）  

高
橋

富
男
（64

金
属
）（
金
属
・
経
営
工
学
）

（
広
報
）

橋
爪:

慶
介

（87

建
築
）（
建
設
・
総
技
監
）

（
企
画
）

熊
坂

治
（79

応
物
）（
経
営
工
学
・
総
技
監
）

（
企
画
）

工
藤

季
之
（90

理
学
・
生
物
修
）（
生
物
工
学
）

（
企
画
）

蒔
田

律
郎
（87

材
物
）（
金
属
・
建
設
・
化
学
・
総
技
監
）

（
会
計
）

松
本

京
子
（02

薬
学
修
）（
生
物
）

監
事         

千
葉

俊
雄
（58

機
械
）（
経
営
工
学
）

              

渡
部

栄
久
（57

機
械
）（
機
械
）

後

記 
 

技
術
士
青
葉
会
が
発
足
し
て
四,

年
半
に
な
り
会
報
第
四
号
を
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
技
術
士
青
葉
会
を
発
足
す
る
に
あ
た
っ
て
目
的
の
ひ
と

つ
に
、
大
学
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
を
挙
げ
て
東
北
大
学
産
学
連
携
推
進
本
部
と

業
務
協
力
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
の
東
北
大
学
か

ら
の
こ
れ
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
も
な
く
時
間
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
東
北

テ
ク
ノ
ア
ー
チ
と
の
連
携
、
東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
懇
談
も

で
き
ま
し
た
。
会
創
立
し
て
五
期
目
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
新
役
員
に
よ
る

幹
事
会
で
「
会
の
目
的
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会
が
あ
り
、
当
会
が
仕
事
の

開
拓
や
斡
旋
を
す
る
こ
と
は
主
目
的
で
は
な
く
、
会
を
通
じ
て
人
脈
形
成
や
有

益
情
報
の
収
集
、
啓
発
が
一
義
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
大
勢

と
な
り
ま
し
た
。
当
会
は
、
東
北
大
学
の
登
録
同
窓
会
（
萩
友
会
）
の
一
員
で

あ
る
こ
と
で
、
母
校
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
有
意
義
な
会
に
な
れ
ば
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。 

 
 
 

（
髙
橋

富
男
）

五

こ
れ
か
ら
の
日
本

時
代
環
境
は
、300

年
前
と
は
異
な
る
が
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
は
、
我
が
国
が
閉
塞
感
立
ち
込
め
る
「
失
わ
れ
た
二
十
年
」

か
ら
立
ち
直
る
大
変
革
の
き
っ
か
け
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て

両
者
の
共
通
点
を
求
め
る
と
、
そ
れ
は
ま
さ
に
技
術
革
新
と
こ

れ
を
も
た
ら
す
人
材
育
成
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
人
類
生
存
の

基
盤
と
な
る
省
・
創
・
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
技
術
革
新
と

こ
れ
を
支
え
る
人
材
革
新
で
あ
る
。

片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
門
食
堂
が
新
装
開
店

北
門
前
の
食
堂
が
ご
覧
の
素
晴
ら
し
い
お
店
に
変
わ

り
ま
し
た
。
仙
台
訪
問
時
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
キ
ッ
チ
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
萩

【
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
】

●
東
北
大
学
総
長
が
交
替
し
ま
し
た
。

四
月
一
日
付
け
で
、
前
総
長
の
井
上
明
久
先
生
（
前
金
研

所
長
）
か
ら
、
新
総
長
の
里
見

進
先
生
（
前
病
院
長
）

に
交
替
さ
れ
ま
し
た
。
里
見
総
長
は
震
災
復
興
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

●
工
学
研
究
科
長
が
交
替
し
ま
し
た
。

四
月
一
日
付
け
で
、
内
山
勝
先
生
（
機
械
）
か
ら
、

金
井
浩
先
生
（
電
子
工
学
・
医
工
学
）
に
交
替
さ
れ

ま
し
た
。

◆
技
術
士
青
葉
会
のH

P

更
新
作
業

 
 

に
入
っ
て
い
ま
す
。
広
報
幹
事
の

 
 

橋
爪
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。


